
豊田市域の地理学的鼻 息

中 塵 亮 子

鹿 田東成 の放漫単相者 欝 によクtわか っF=ことを簡単に零細する .

政務に珂して

侶 ･台地平温面の 一つ下在画 し範戸面 )は鹿 )11次jkに且太 く鼻息 してい奇こ

ど .

(2, 卓也ぬこ玄 <舟森 する未争i廉 について∴ 最上政商を承ぬするhbのが豪
社永 く以 下の浮華面 と珂藤 に鑑倉七九 るが､. 上底面 と中庭面 V,庚色土凍 吐

き鹿 でb:Bl別がっけら九か ､｡これに対 し下底衝 を農 奴する 弘のd:.亀が嵐

く艶色.を永 してお (),研 ちか L=上 の三番とは異な,a.

0 ) 矢花 刈 左鼻 には東 野 )‖昇膚 の姓東面であ る丘療 (_丘 藤平風面 )と軒 比さ

れる面が､森岳 していると寿え ら九る,

人文に関 レtは次のiうな皐がいえる｡

出 費 田市威-串吐三河に食まれ局が. 二の三河を含む愛知虜 一着の先登蔚

鯨飲 を蛍池威 _ももっていること′すなわち摩史矧 二郎めてい<とLa塩 鮭

よ[)威下町 ヒして又 .失勘 Hの舟 軌 こよ ,)兼好釣商蓉薦勉強が､轟渡 し/ 拳

葛 を中I己に一つの爵集塵 を腹立していたこと-WL)網巷 /2//7年 には患進

縛巌黄 の泉選 とな っ7:一教案 河水 (明達用71<.叔T用水 )が速 決 され7:-こと.

Lc濁 沈 Lrl商紫紺威能 の竜 顔 によ りいち阜 <鼻壌 業 の中止界引地 とL,t製
糸工渚 を発展 -tu也た こと′Ld)感知 /3年 に断の凝展 の泉帝ガと して トヨタ

色エ を務致 した こと′し色戦 後 昭舟 之i年 ～懲新 33年頃 ま～壇 田市底 の廉

薯 生産勝の疑義艶が蘭匝･#碁 と琶 く鮭が ,?いて い7T=こと皐に塵野市巌 の先

達 性が一所 レこあ らわれ ている と斉 え られる .

このような患逢 腔 を立っf=動きq'中{:澄 田市城 の地威盈象 は どのよらゼ

あったか.

Ll) 凄 田市境 の中心産紫はエ葉 にあ り.エ簾都市 ヒしこの性勝が象し､こと p

L3) そのエ葬 は細谷工嚢 である畠静座工草薮中 松とし. トヨタ名工 といろ巨

大な虜 をもっていること.

LJg) 牽政市威ヒおいて1寒都 市 としてV,健格 か儀 くなったの鑑 ′招癖 3LZ隼

か らBi年 にかけて トヨ57自工の汲原像賓 によ,5鹿 準 と免 町工虜 を含めた

関連 工場が温出 した とき～ぁ ,),エ虜 の多 く鑑畠盤 上ヒjl施 しr= 〃

ぼ→ 又 ,これによ り新原 工栄地番が鹿 田市域轟執 士私産 射 し長が ′鹿 田市成
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北軍はまを磨 干癖癖 ､凍卦 喪 を中 心 とLr=鹿央画工米の鹿路が客 足 する.

(日 工栄藤境 の車にお いて軒廓者 し藤時エ )の身命 の各慶 定 吉が'大 きを問題
ヽ
である こと.

このよ うなエ葬 絢覆審 の親 し､盤8番 東 に長亘､亡農薬 における絡 巌 は_

け ) 濃紫 人 口の風出射 まが し.く これ に射 し鹿家 の巌少鑑少 女 < , 金 野鯖傾向

と-王政 して舞楽象象 の増大が慮 る LL､_

(a)慶薯人 口の急速 森泉出にもかかわ LBで凄舷 の温葡像 法低 く′ r c 久 へ -

/えdiの廉衆手鑑怨敵 巌 に卑牽施 しt停廃 しtいる こと.

LqL) 一方窮迫 Lた堵如 34 年 が L;3占革の闇の工藤敏 也 の戸 -鬼 に産地鹿

田の′竣功象 が あ t)′適 去 /9年 軌 二全廃地 p,3>Ypが魔 屑だ九 番勉の威 か
が､はが しL､′ヌ 田畑 別 にみると娘 のあ南が大都 舟 を しめる.

uc) ニcf'よちな粟 泥の車で塞領布底 の凄寮 生藩 政.多 <は舞乗 でもす寵 を温

J教璃南東射塵寮 をめ ざ､している .-肇 には廉廉払した主 鹿集療 緒商品農薬
を府 な ら鹿家Jv鼻在する .

i") この親族蘭 .歯質薗 薮欝 の中 におし＼亡も来聴が､碑太 にある こと耳 い.うま

でもなし､が ′骨風物 におい 亡配敵薮 の骨髄を かえtSん ･壬､鹿 ･卑ユ タ,)蕊

どの恵 庭 が増 え,スイカ の雁対面墳 吐巌 /JpLつつある (jU=.lL憂慮 ゼ立ス

イカの格付面贋蛙鹿 を圧倒 しこし､る) .又畜産脇 に£い てもや蛙 ()来者 打

像 な魂 ･嵐などが蜜如 しこいる.

(,ヱ〕 東上 の常贋 には大 きく トヨタ生∴協が､息血 Lて.いる .すなわち.碓東 33

年 まゼ 継 庶茎 を中正 t_Lて開姦市鹿 と酵かっ至大 G殉 ヒ巌展 Ltいr=が二

沌癖 3Lj.年以降工藤直通 を寛厳 として家業生産廓 の東 漸顔 を療/y Lなが ら.

,wp如 5/年 にせきr=塵層 旦碗 ヒの変動巌蜜 t=よ り.市湯縛爵為 か懐 く患 っ

た ためであ り.拳凄 艶櫛 の飲菰額 の3劇 をああでいる .

(′3) すふん 左移動 33年 まで暫 三河- 韓 の教室 紳塵常地境 と同じ､ように金筋

的奇勝 をめざ＼L,た隻慶 を希 っていr=のに射 し.鼠庭で はみず､からの地裁 に
トヨタ 宙工 といろ大 きを頻 が滞 良 し.それか凍 原 し7T=が ゆえ に巌寮 に量 ト

ヨタ生脇 という香港締意巌 が王､さあが､(),歳 三潜p鱒 の動き とは輿象る方

南 を呈 しだ､Ltいる .

匪 1ヰ後 ′薮 野市巌 のエ 潜の輿巌 ヒとま｣ニノ巌償 入口の敵地 q鹿新 盤 U)渡か

傾向Jd:番線 くも の と愚h九 . ここに金薮 縛磯舟 と-教 しこ鹿 爵帝盛 の巌栄

に釦 ナる国産が､産衣する.

扶上 の よ右 =豊 田市威 娃歴史軌 こもっ兜麗 雀 ゆえ｣こトヨタ毎1 とい うエ鹿

-27-



麦芽教 したが , これ が髄索 34年 射 略大き<磯風 し,この藍丸 盆巌によ L)塞

田市境紅蕃 しく凝 轡 をうれ 今 まで碁歴 していf:地方商栄都 希 ′ 磨東通底 と

しての健勝が凝 ()つぶ､され よう としてお■().後 産 ′ し＼hゆるエ葉番席 -の施

療斯帝政威免巌 があ̀ らわと九 ている とし､ゥて よい .

藤沢市御所見地区の地理学的着寮

神 谷 隆 子

御 軒見地B:a:藤沢市 の高地寒 ヒ也漫 L/.凋贋 弊台地南面帝 の-革 を畠ある

農 貴地 であ ().観劇 よこの他巌 の煙路 を泉栄 か左腰塵 する ことを官僚 ヒし
た ｡

鵜膚 野宅地 は.多庭土L酸と相鹿 川の研lこかろ揮､()相模 湾 に面 Lでし､る資療

雀 の台地ビ.第 三紀 の凝原 質鵬 からなる 三粛尊顔 の基盤 の上に姫康 したl日

用廉 )liの河患鑑嶺物 によ ゥこつ く られ ′台地鼻 面は-面 にローZh儀 におおh

九 ている ,この ローム層 11湯 軒 に上 ()卑 生が異 な り ノ ローム層 のちが いから,

･e･地面 は.それぞ れ下束垂直 ′武洗浄面 .立 川面 に租 当すると置､hれ為 3つ

の 払底韓の異なる面 にK食 まれ ,こ九 品の面 の鋼材 の右が し､.ロ ームの厚 さ

の ちか､いは上 如 J同 にもある農産 東映 して いるか､′し､ヂ九 も産菓 錦上地利 吊

那_え艶鞄である .

御軒見地星は .人口栂 S.ククク人 ′世紡数 /.clBのうら夏泉が dゲ/i(雁如

き5年 )という地鹿 で.産廉 別東 裳人口で名辞 -灰塵菓 (ここで佐渡叢 の叔)

が 占03g放 くを占め こし＼盾が.東栄鹿家 は.i-33(. 故 で年 々堵加 の一途 をたど

って_しヽJ5 _

古 くから台地 をきざむ沢ilLの小 さな藤一に奄 して敷戸集魚 がで きLいたが .

中世臥後 .台地上に も束嵐が､でき.江P,帝打 こぼ嵐直 のや .t:鹿とな っている

革命が 小 さな顔鹿町と しての塵範 を果 し左舷 虻鼻菓のみ が行j'れ こいT=,朋

冶以降 ノ急変郡V)中間帝 とい う痘澄 ′即 ち鉄温泉 からは いでれ 立教れ ては し＼
J5が､.乗数遭 線感 状 ′卑 寮 ,小 田各線農凌 .座魯束 11出 ふれ ることか ら . 負

森 的監務 ti:渡 がっ産 が､′嵐采 .慶 蚤 な どの商品生産 弘かな ()行h九こきた .

しか L/なか~らその渡来巌麿 の特色酎蚤 席 .泉 .甘藷 に要点 をifいた主観椎 で/

魔丘に登る息ゼ この磯舟 が轟 く′虜 由 の瀬南 .三櫛 半島 そC)幽 ′商品亀の盈

んガ東成 と乳剤 され る.

巌第番にお ける薮 勉盛 の姦温 厚の -つV横 田 として首藤 の顛謀患 ｡といろ
宣 易な形で定巌 緒多くの盈金 収入 を勝 て き産ため と巌盛が＼厳廉′金 野昏狛こ鍔
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